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港区の基金残高は1,411億円

で過去最高、港区財政は極め

て豊かです。

ところが自民党や、みらい

などの会派は、今後の税収入

は不透明だとして、全事業の

見直しを迫っています。

党議員団は豊かな財政を、

くらし、福祉、教育など区民

のために使うよう求めて、引

き続き議会内外で頑張ります。

党議員団の提案で実現

今定例会で接種費用を無料にする補正予算が、全会一

致で可決されました。国が無料とする生活保護世帯、住

民税非課税者に加え、①妊婦、基礎疾患のある人②一歳

から小学校低学年の子ども③一歳未満の小児の保護者④

小学校高学年～中・高校生⑤高齢者など約85,000人が対象

です。2回分6,150円（2回目が別の医療機関の場合は7,200

円）が無料となります。

私たちは代表質問で、感染を最小限にするため、国や

都に医療体制の緊急強化や、公費負担の拡大などを要請

するよう求めました。

また、区として、①新たな広報の

実施②区施設への、消毒用アルコー

ルの設置③資格証の人に、短期証発

行を④国が公費負担するまでの間、

区として助成をと提案。

決算特別委員会でも、公費負担の

拡大、子どもの接種費用助成などを重ねて質問。この提

案が実現しました。

来年度予算への重点要望書提出
9月28日、日本共産党港地区委員会と同港区議団6名は、
区長に対し「2010年度当初予算に対する重点要望書」を
提出しました。（HPに掲載しました。）

党議員団は、75歳以上の方の医療費を無料にす

る「港区高齢者の医療費の助成に関する条例」を

提出しました。提案に先立ち議会の全会派に共同

提案を呼びかけましたが、どの会派も応じません

でした。今後の議会で審議されます。

自民、公明政権が退場、区政も、く

らし最優先へ転換せよと提案してき

た。しかし、区は、保育園待機児ゼロ

への計画もなく、「後期高齢者医療制

度は必要、廃止は求めない」の姿勢を

続け、30人学級実施を都に要求しない

など、区民のくらし福祉に冷たい姿勢

をとり続けている。その一方、森ビル

などの再開発に今後8年間で280億円の

補助金を出す計画。党議員団は総括質

問で区政の転換を求め、決算5案は認

定しない態度表明を行いました。

豊かな財政をくらし、福祉、教育に

区の積立金　過去最高 1,411億円に

区長要請する党地区委員会、同議員団
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一
日
も
早
い
待
機
児
童
解
消
を
求
め
る
請

願
が
六
百
五
十
一
筆
の
署
名
を
添
え
て
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
共
産
党
以
外
の
会
派
が
継
続

を
主
張
、
多
数
で
継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

港
区
の
認
可
保
育
園
に
入
園
で
き
な
か
っ

た
子
ど
も
た
ち
は
、
八
月
時
点
で
約
九
〇
〇

人
で
す
。
私
た
ち
は
、
待
機
児
童
解
消
の
約

束
を
守
っ
て
い
な
い
区
長
に
、
現
状
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
、
認
可
保
育
園
建
設
、
暫

定
東
麻
布
保
育
園
の
継
続
使
用
、
緊
急
暫
定

保
育
施
設
の
増
設
、
無
認
可
保
育
園
保
護
者

へ
の
保
育
料
助
成
等
を
求
め
て
質
問
。
区
長

は
「
区
と
し
て
も
重
要
な
施
策
」
と
し
、「
緊

急
暫
定
保
育
施
設
の
継
続
使
用
や
認
可
保
育

園
の
分
園
設
置
の
検
討
」
な
ど
、
少
し
前
進

し
た
答
弁
を
し
ま
し
た
が
、
待
機
児
童
解
消

に
は
ま
だ
ほ
ど
遠

い
現
状
で
、
ね
ば

り
強
い
区
民
運
動

が
求
め
ら
れ

ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
大
き
な
怒
り

が
、
自
・
公
政
権
へ
の
審
判
に
大
き
く
影
響
し

ま
し
た
。
こ
の
間
、
区
民
か
ら
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
廃
止
を
求
め
、
国
へ
の
意
見
書

提
出
を
」
の
請
願
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
日

本
共
産
党
以
外
の
会
派
（
民
主
党
四
、
社
民
党

一
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
港
一
か
ら
な
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
民
主
を
含
む
）
で
、
請
願
を
否
決
。
民
主
フ

ォ
ー
ラ
ム
に
、
区
民
の
願
い
に
背
を
向
け
て
き

た
こ
の
間
の
態
度
へ
の
反
省
を
求
め
ま
し
た

が
、
な
ん
の
弁
明
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
総
選
挙
の
結
果
を
受
け
、
廃
止
を
求
め
よ
」

と
質
し
ま
し

た
が
、
区
長

は
、「
廃
止
を

求
め
る
こ
と

は
考
え
て
い

な
い
」
の
姿

勢
を
変
え
て

い
ま
せ
ん
。

早
期
に
区
内
事
業
者
へ
発
注
進
め
よ

―
発
注
促
進
を
指
示
、

速
や
か
な
支
払
い
行
う

経
営
の
深
刻
な
中
小
企
業
、
商
店
支
援
の

た
め
、
①
区
や
教
育
委
員
会
な
ど
の
全
施
設

で
備
品
や
用
具
、
消
耗
品
な
ど
を
前
倒
し
で

区
内
業
者
か
ら
購
入
す
る
こ
と
。
支
払
い
は

即
行
う
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
。
②
小
規
模

な
修
繕
工
事
等
を
区
内
業
者
に
前
倒
し
て
発

注
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
る
質
問
を
行
い
ま

し
た
。
区
は
、
①
本
年
二
月
、
施
設
等
を
所

管
す
る
各
課
に
、
早
期
発
注
、
契
約
相
手
と

し
て
区
内
中
小
事
業
者
を
活
用
す
る
よ
う
指

示
し
た
。
さ
ら
に
、
発
注
を
促
進
す
る
よ
う

各
課
へ
指
示
を
行
な
う
。
支
払
い
も
物
品
納

入
後
、
速
や
か
に
行
な
う
と
答
弁
し
ま
し
た
。

求
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
年
の
二

月
、
七
月
に
面
接
会
が
開
か
れ
、
就
職
に
結

び
つ
く
な
ど
の
実
績
も
上
げ
て
い
ま
す
。
雇

用
情
勢
は
一
段
と
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
今

議
会
で
は
「
今
後
も
適
宜
就
職
面
接
会
を
開

催
す
る
こ
と
。
参
加
企
業
を
増
や
す
た
め
、
特

別
に
企
業
へ
の
要
請
・
案
内
を
行
う
」
よ
う

提
案
。
区
は
、「
次
回
の
就
職
面
接
会
を
一
二

月
八
日
に

ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー

で
開
催
す

る
。
参
加

企
業
を
増

や
す
た

め
、
東
京

商
工
会
議

所
港
支
部

と
連
携
し

取
り
組
ん

で
き
た
。

専
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
、
面
接
会
で
人
材
を
確
保
し
、
成

果
が
あ
っ
た
声
を
映
像
で
届
け
、
積
極
的
に

呼
び
か
け
た
。
次
回
も
同
様
の
取
り
組
み
を

行
な
う
」
と
答
弁
、
前
向
き
な
取
り
組
み
姿

勢
を
示
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
間
、
雇
用
対
策
の
一
つ

と
し
て
、「
就
職
面
接
会
を
実
施
す
る
」
よ
う

せいただいた要望実現のため奮闘しました。定例会の主な質疑

適
宜

就
職
面
接
会
を

―
―
十
二
月
に
再
度
開
催

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

「
必
要
な
制
度
。
廃
止
は
求
め

な
い
」
区
の
か
た
く
な
な
態
度

請
願
継
続
共
産
党
は
採
択
主
張

―
―
多
数
で
継
続
に

道
交
法
の

改
正
で
、
七

月
か
ら
三
人

乗
り
の
自
転

車
が
「
解
禁
」

さ
れ
ま
し
た

が
、
自
転
車

は
六
万
〜
八

万
円
と
高
価

で
す
。
前
橋

市
で
は
購
入
費
の
半
分
を
助
成
、
三
鷹
市
で

は
レ
ン
タ
ル
制
度
を
始
め
て
い
ま
す

私
た
ち
は
「
レ
ン
タ
ル
制
度
か
、
購
入
者

に
対
す
る
助
成
の
導
入
を
」
と
質
問
。
区
は
、

「
坂
や
狭
隘
な
道
路
が
多
い
港
区
で
は
、
安
全

性
や
需
要
動
向
を
見
据
え
る
必
要
が
あ
り
、
現

時
点
で
の
導
入
は
難
し
い
」
と
全
く
的
外
れ

の
答
弁
で
し
た
。

保
育
園
建
設
で
待
機
児
童
解
消
を

―
―
区
と
し
て
も
重
要
な
施
策

制度廃止を決議した
全国「高齢者大会」

さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
を

高
齢
者
に
あ
た
た
か
い
支
援
を

政に反映

請
願
審
議
を
傍
聴
し
て

七
ヵ
月
の
子
ど
も
と
一
緒
に
、
初
め
て
委

員
会
へ
の
請
願
の
趣
旨
説
明
と
傍
聴
に
参
加

し
ま
し
た
。
請
願
の
傍
聴
に
来
て
い
た
だ
い

た
方
に
は
、
大
き
な
励
ま
し
を
い
た
だ
き
、

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
驚
き
と
憤
り
を

感
じ
た
の
は
、
自
身
も
子
ど
も
を
も
つ
議
員

が
、
ま
る
で
他
人
事
の
よ
う
に
保
育
を
考
え

て
い
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
窓
と
ブ
ラ
イ
ン

ド
を
締
め
切
っ
た
委
員
会
室
は
、
環
境
も
悪

く
、
子
連
れ
で
は
傍
聴
し
に
く
い
と
感
じ
ま

し
た
。
行
政
の
意
識
の
低
さ
を
実
感
し
、
変

え
る
必
要
を
感
じ
ま
し
た
。

（
南
麻
布
在
住
　
主
婦
）

三
人
乗
り
自
転
車

レ
ン
タ
ル
と
購
入
者
へ
の
助
成
を

│
│
│
│
導
入
は
難
し
い

7月の就職面接会

業
者
・
雇
用
支
援
を

つ
く
る
べ
き

か
と
い
う
議

論
は
な
お
ざ

り
に
さ
れ
て

き
た
感
は
否

め
な
い
。
…

…
早
急
に

調
査
に
着

手
し
検
討

し
た
い
」
と

答
弁
し
ま

し
た
。

私
た
ち
は
、「
七
月
末
現
在
の
待
機
者
は
四

百
六
十
四
人
も
あ
り
、
当
面
、
特
養
ホ
ー
ム

へ
の
入
所
希
望
者
は
増
え
続
け
る
。
特
養
ホ

ー
ム
建
設
に
は
二
〜
三
年
か
か
り
、
い
ま
か

ら
計
画
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
、
待
機
者
を
増

や
す
こ
と
に
な
る
」
と
指
摘
し
、「
計
画
的
な

建
設
計
画
」
を
求
め
ま
し
た
。
区
は
、「
要
介

護
の
本
当
の
出
現
率
に
応
じ
て
、
ど
こ
ま
で

│
│
「
議
論
置
き
去
り
は
否
め

な
い
。
…
…
早
急
な
調
査
・
検
討

に
着
手
」

「
申
し
込
ん
で
も
入
れ
な
い
」、「
事

情
で
自
宅
で
は
面
倒
み
ら
れ
な
い
、
入

院
す
る
と
月
四
○
〜
五
○
万
円
も
か
か

る
」。
入
所
資
格
も
権
利
も
あ
る
方
の

声
で
す
。
自
宅
待
機
の
場
合
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
は
あ
る
が
、
家
族
中
心
で
世
話

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
苦
労
は

並
大
抵
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
養
ホ
ー

ム
待
機
者
へ
の
助
成
を
行
う
よ
う
質

問
、
区
長
は
、「
助
成
を
行
う
考
え
は

な
い
」
と
冷
た
く
拒
否
し
て
い
ま
す
。

来年4月開設予定の南麻布高齢者施設

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
計
画
的
な
建
設
を

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
計
画
的
な
建
設
を

政に反映

待
機
者
助
成
を

│
冷
た
く
拒
否



Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ
れ
た
「
首
都
直
下
地
震
―

東
京
が
大
地
震
に
襲
わ
れ
た
ら
」
で
は
、
震
度

六
弱
の
地
震
で
、
高
層
階
で
は
、
建
物
が
壊
れ

な
く
て
も
住
み
つ
づ
け
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
被

害
が
発
生
す
る
と
の
報
道
で
す
。
私
た
ち
は
①

地
区
内
残
留
地
区
の
避
難
所
の
拡
大
②
備
蓄
倉

庫
の
場
所
確
保
お
よ
び
備
蓄
品
へ
の
助
成
③
特

別
な
家
具
転
倒
防
止
対
策
な
ど
を
求
め
て
質
問
。

区
は
、「
避
難
所
は
火
災
や
倒
壊
等
で
住
居
を
失

っ
た
者
が
一
時
的
に
生
活
を
す
る
場
所
で
、
高

層
住
宅
居
住
者
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。」「
高

層
住
宅
に
留
ま
る
こ
と
を
基
本
に
備
蓄
品
の
助

成
や
家
具
転
倒
防
止
策
の
普
及
、
啓
発
を
行
う
」

と
答
弁
。

港区は、「基本計画」で2020年度までに2009年度比で

25%削減と前進した目標を掲げました。しかし日本は

世界で五番目のCO2排出国、地球温暖化抑止に大きな

責任を負っています。新内閣は25%削減を公約し、世

界から歓迎されました。私たちは、「大企業本社の集中

する港区の取り組みが全国に大きな影響を与える。目

標引き上げと自然エネルギーの画期的な導入求める」と

質問。区は、「平成22年度の見直しに向け削減計画も検

討し、自然エネルギーの導入も進めていく」と前向き

の答弁でした。

区とシルバー人材センターとの契約は、前年度比

で1億2千万円の減額になっています。これまで、同

センターが行っていた運動施設や駐輪場の管理など

の仕事が、指定管理者制度に奪われています。私た

ちは「仕事確保のため、全庁的にどういう対策があ

るのか、支援強化を」「自転車リサイクル、リビング

サービス事業の移転先の早期確保と、移転先が決ま

るまでの現在地での作業保証を」求めました。区は

「各所管課で、どのような業務が委託できるのか検討

する」。「高齢者支援課と契約管財課が連携し仕事確

保に努め

る」。「早急

に移転先

の確保に努

め、事業の

中断がない

よう、最大

限配慮す

る」と答弁

しました。

6名の議員団奮闘
09年第3回定例区議会が9月16日から10月9日まで開かれました。今議会は08年度決算審議も
行われました。決算審議は来年度予算に区民要望を反映させるための大事な質問の機会です。私たち

6名の議員団は、みなさんからお寄
をご紹介します。

「
高
さ
制
限
を
許
し
て
い
る
た
め
、
再
開

発
に
よ
る
超
高
層
ビ
ル
が
横
行
し
て
い
る
。
高

さ
制
限
を
明
記
し
て
」
な
ど
、
基
本
計
画
策

定
に
向
け
た
区
民
意
見
で
は
、
高
さ
制
限
設

定
を
求
め
る
意
見
が
続
出
し
ま
し
た
。
私
た

ち
は
「
絶
対
高
さ
制
限
の
設
定
」
を
求
め
て

質
問
。
区
は
、「
港
区
に
ふ
さ
わ
し
い
高
さ
制

絶
対
高
さ
の
制
限
を

再
開
発
補
助
金
中
止
せ
よ

―
―
備
蓄
品
の
助
成
や
転
倒
防

止
策
の
普
及
・
啓
発
行
う

私
た
ち
は
、
来
年
二
月
の
「
ち
ぃ
ば
す
」

五
路
線
拡
大
運
行
へ
む
け
、
確
実
・
安
全
に

ス
タ
ー
ト
す
る
よ
う
要
望
、
さ
ら
に
、
①
低

床
式
バ
ス
と
す
る
こ
と
②
座
席
を
増
や
す
た
め

中
型
バ
ス
の
導
入
も
③
ボ
デ
ィ
に
は
、
区
内

の
小
・
中
学
生
が
描
い
た
夢
が
あ
ふ
れ
る
絵
を

と
提
案
。
区
は
、
①
五
路
線
の
バ
ス
は
す
べ

て
低
床
式
と
す
る
。
現
行
車
両
も
す
べ
て
低

床
式
と
し
た
②
提
案
の
点
も
含
め
協
議
を
し

て
い
る
③
基
本
的
に
は
子
ど
も
の
絵
の
ラ
ッ
ピ

ン
グ
で
実
証
運
行
を
開
始
す
る
、
と
提
案
を

受
け
入
れ
る
答
弁
で
し
た
。

「
ち
ぃ
ば
す
」
新
5
路
線

二
月
か
ら
運
行
開
始

全庁あげてシルバー人材センターの
仕事確保を ─「仕事確保に努める」

自転車のリサイクル

住
民
に
優
し
い
ま
ち
に
―
―

限
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
等
進
め
て
い
る
。

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
絶
対
高
さ
制
限
を
導

入
し
て
い
る
周
辺
区
の
運
用
状
況
を
は
じ
め
、

地
域
の
特
性
や
既
存
建
築
物
の
実
態
調
査
な

ど
を
行
っ
て
い
る
」
と
答
弁
。
ま
た
、
区
は
、

再
開
発
補
助
金
を
こ
れ
ま
で
二
七
年
間
に
二

三
八
億
円
支
出
し
、
今
後
八
年
間
で
、
二
八

〇
億
円
も
の
補
助
金
を
計
画
し
て

お
り
、
支
出
の
規
模
が
拡
大
し
て

い
ま
す
。
党
区
議
団
の
区
民
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
圧
倒
的
な
区
民
は
、
莫

大
な
補
助
金
を
出
す
こ
と
を
納
得

し
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
も
ね
ば
り

強
く
こ
の
問
題
を
追
及
し
て
い
き

ま
す
。

低床式バス

港南地域の高層住宅

ＣＯ2削減計画の引き上げを
自然エネルギーの画期的導入を

高輪台小学校の太陽光発電

みなさんの願いを区

高
層
住
宅
の

震
災
対
策

具
体
化
を

高
層
住
宅
の

震
災
対
策

具
体
化
を

ＣＯ2削減計画の引き上げを
自然エネルギーの画期的導入を

みなさんの願いを区



学
童
ク
ラ
ブ
の
障
害
児
受
け
入
れ
年
齢
延
長

に
関
す
る
請
願
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
請
願
に
は
、
多
く
の
障

害
児
の
保
護
者
の
方
達
の
生
活
実
態
を
記
し
た

参
考
資
料
が
提
出
（
三
五
通
）
さ
れ
、
一
日
も

早
い
実
現
を
切
実
に
訴
え
て
い
ま
し
た
。
請
願

採
択
を
受
け
、
行
政
は
一
日
も
早
い
実
施
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
質
疑
の
中
で
、「
夏
休
み

の
一
般
利
用
の
場
合
、
児
童
館
が
一
〇
時
か
ら

し
か
利
用
で
き
な
い
た
め
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と

一
緒
に
公
園
な
ど
で
過
ご
し
て
開
館
を
待
っ
て

い
る
。
雨
の
時
な
ど
本
当
に
困
る
」
と
改
善
を

求
め
る
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
「
障

害
の
あ
る
子
ど
も
達
を
い
つ
ま
で
そ
ん
な
状
況
に

「
は
つ
ら
つ
太
陽
」
の
入
所
施
設
を
利
用
し
て

い
る
保
護
者
の
方
達
か
ら
、「
区
の
施
設
と
同

様
、
宿
泊
訓
練
等
の
費
用
助
成
求
め
る
」
請
願

が
出
さ
れ
、
継
続
に
な
っ
て
い
た
通
所
施
設
の

保
護
者
か
ら
の
同
様
の
請
願
と
あ
わ
せ
、
全
会

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
外
出
等
の
機
会
が

少
な
い
障
害
者
に
と
っ
て
、
施
設
で
行
う
宿
泊

訓
練
や
外
出
訓
練
は
と
て
も
意
義
の
あ
る
も
の

で
す
が
、
民
間
運
営
の
た
め
、
保
護
者
に
多
く
の

経
済
的
負
担
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
二
つ

の
請
願
に
は
、
経
済
的
理
由
で
参
加
で
き
な
い

方
が
で
な
い
よ
う
、
み
ん
な
が
楽
し
く
参
加
で
き

る
よ
う
に
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

来
年
か
ら
確
実
に
助
成
が
さ
れ
る
よ
う
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

四
年
生
以
上
の
障
害
児
の

受
け
入
れ
求
め
る

請
願
、
採
択

宿
泊
・
外
出
訓
練
費
の
助

成
を
求
め
る
請
願
採
択
！

通
所
も
入
所
も

港
区
は
、
野
球
場
や
サ
ッ
カ
ー
場
が
少
な
く
、

グ
ラ
ン
ド
の
確
保
が
大
変
で
す
。
私
た
ち
は
、

運
動
場
の
確
保
に
つ
い
て
機
会
あ
る
ご
と
に
質

問
・
提
案
し
て
き
ま
し
た
。
麻
布
運
動
場
に
つ

い
て
は
「
ち
ょ
っ
と
の
雨
で
水
溜
ま
り
が
で
き

て
し
ま
う
」、「
多
少
の
雨
な
ら
、
や
ん
だ
ら
使

え
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
」
等
の
利
用
者
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
早
急
に
抜
本
的
改
修
を

行
う
よ
う
質
問
。
区
は
「
水
は
け
の
改
修
工
事

設
計
を
実
施
す
る
」
と
答
弁
。「
来
年
度
の
工
事

か
」
の
質
問
に
、「
早
期
に
改
修
工
事
を
行
い
た

い
」
と
答
弁
。
ま
た
、
①
都
立
芝
公
園
ク
ラ
ン

ド
の
港
区
へ
の
移
管
を
強
力
に
進
め
る
こ
と
②

東
京
海
洋
大
学
の
地
域
開
放
に
向
け
、
要
請
を

強
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
教
育
長
は
、「
移
管

が
早
期
に
実
現
す
る
よ
う
、
都
に
働
き
か
け
る
」、

「
東
京
海
洋
大
学
と
粘
り
強
く
協
議
す
る
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。

麻
布
運
動
場
の
抜
本
的
改

修
急
げ
│
│
│
│
│
│
│

│
│
早
期
に
改
修
し
た
い

「
一
年
間
で
二
ク
ラ
ス
分
く
ら
い
の
人
が
高

校
を
や
め
た
」「
私
立
大
学
で
は
毎
年
一
万
人
の

学
生
が
経
済
的
理
由
で
退
学
す
る
」「
一
年
だ
け

の
約
束
で
大
学
に
通
っ
て
い
る
」、
高
い
学
費
に

苦
し
む
学
生
の
声
で
す
。
事
態
は
深
刻
で
す
。

私
た
ち
は
今
議
会
で
「
高
校
授
業
料
の
無
料
化
、

私
立
学
校
の
授
業
料
軽
減
へ
の
助
成
、
給
付
型

奨
学
金
制
度
の
実
施
を
国
、
都
に
求
め
よ
。
区

の
奨
学
金
は
、
申
し
込
み
の
常
時
受
付
を
、
卒

業
し
た
ら
返
還
の
免
除
を
」
と
質
問
。
区
は
、

「
国
は
負
担
軽
減
策
を
検
討
し
て
お
り
、
国
の
動

向
を
見
守
り
、
教
育
長
会
を
通
じ
て
国
・
都
に

要
望
し
て
い
く
。
全
国
都
市
教
育
長
協
議
会
で

は
、
奨
学
金
事
業
の
充
実
を
国
に
要
望
し
て
い

る
。
申
込
み
の
常
時
受
け
付
け
は
、
相
談
等
の

推
移
を
見
守
る
」
と
の
答
弁
に
と
ど
ま
り
ま
し

た
。

「
バ
イ
ト
、
バ
イ
ト
で
勉
強

に
集
中
で
き
な
い
」

教
育
費

負
担
軽
減
を

人
に
優
し
い
福
祉
を

少
人
数
学
級
を
実
施
し
て
い
な
い
の
は
、
県

レ
ベ
ル
で
は
東
京
都
だ
け
で
す
。
少
人
数
教
育

は
、「
勉
強
が
よ
く
分
か
る
」、「
不
登
校
が
少
な

い
」
な
ど
、
学
習
面
、
生
活
面
で
効
果
が
実
証

さ
れ
て
い
ま
す
。

都
議
会
で
は
、
二
十
四
万
人
の
署
名
を
そ
え

た
実
施
を
求
め
る
請
願
が
審
議
さ
れ
、
都
は

「
署
名
・
請
願
を
『
重
く
受
け
止
め
る
』」
と
答

弁
。
と
こ
ろ
が
区
に
「
実
施
を
都
に
要
請
す
る

よ
う
」
求
め
て
も
、
教
育
長
は
「
一
人
ひ
と
り

に
応
じ
た
少
人
数
指
導
を
実
施
し
て
い
る
」、「
都

へ
の
要
請
は
、
現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
」

と
答
弁
。
世
論
の
力
で
少
人
数
学
級
の
実
施
を

迫
り
ま
し
ょ
う
。

い
っ
そ
う
の
教
育
支
援
を

信
号
待
ち
で
も
受
動
喫
煙

早
急
な
対
策
を
―
改
善
を
約
束

憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
た
都

立
芝
公
園
の
小
川
は
、
循
環
装
置
の
故

障
で
干
上
が
っ
た
ま
ま
で
す
。「
早
く
せ

せ
ら
ぎ
の
復
活
を
」
の
声
が
あ
り
、
昨
年

に
続
き
今
年
の
決
算
委
員
会
で
改
善
を
求

め
ま
し
た
。
区
は
「
都
建
設
局
と
都
区
連

絡
協
議
会
で
申
し
入
れ
た
。
都
は
復
活
の

予
定
は
な
い
と
の
答
で
し
た
が
引
き
続
き

粘
り
強
く
申
し
入
れ
を
行
な
っ
て
い
く
」

と
答
弁
、
交
渉
継
続
を
約
束
し
ま
し
た
。

「
お
店
に
煙
が
入
っ
て
き
て
大
変
」、「
何
と

か
し
て
ほ
し
い
」。
喫
煙
コ
ー
ナ
ー
の
改
善
を
求

め
る
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
港
区
で
は
主
要

駅
周
辺
六
地
区
を
重
点
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
指

定
、
喫
煙
コ
ー
ナ
ー
（
二
五
カ
所
）
を
設
置
し

て
い
ま
す
が
、
周
辺
で
は
、
信
号
待
ち
の
人
が

受
動
喫
煙
に
さ
ら
さ
れ
る
等
、
一
日
も
早
い
改

善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
「
周
り

に
影
響
の
な
い
よ
う
に
改
善
す
る
こ
と
、
交
差

点
近
く
の
喫
煙
コ
ー
ナ
ー
は
す
ぐ
に
撤
去
を
」
と

求
め
ま
し
た
。
区
は
、「
改
善
は
重
点
事
項
と
と

干上がったままの芝公園の小川

ら
え
て
お
り
、
民
間
地
も
含
め
、
影
響
が
少
な

い
場
所
へ
の
移
設
も
含
め
対
策
に
着
手
す
る
。
交

差
点
付
近
の
喫
煙
コ
ー
ナ
ー
は
、
よ
り
周
囲
へ

の
影
響

が
少
な

い
場
所

へ
の
移

設
を
進

め
る
」

と
対
策

を
約
束

し
ま
し

た
。

「はつらつ太陽」

学
童
ク
ラ
ブ

宿泊訓練風景

『
せ
せ
ら
ぎ
』復
活
を
―
―

ね
ば
り
強
く
申
し
入
れ
る

都立芝公園

お
く
の
か
？
す
ぐ
に
も
実
施
す
べ
き
」
と
指
摘

し
、
区
か
ら
は
「
受
け
入
れ
時
間
を
早
急
に
検

討
す
る
」
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

雨後の麻布グランド

30
人
学
級
、

少
人
数
学
級
の
実
施
を


